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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
嚥下障害が生命予後に密接に関わる最たる疾患が、筋萎縮性側索硬化症（ＡＬＳ）です。
皆様ご存知のようにＡＬＳは、上位および下位運動ニューロンが障害される神経変性疾患であり、通常45歳～60歳に発症し、3年～5年で呼吸筋萎縮により自発呼吸不能となり死に至る難病中の難病です。
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